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日本の 3 メガバンクの資金提供分析 

2025年 6月 

レインフォレスト・アクション・ネットワーク（RAN） 

【全体の傾向】 

2024年の化石燃料への資金提供額は、みずほフィナンシャルグループが世界 4位、三菱 UFJ フィナンシャ

ル・グループ（MUFG）は 6位、三井住友フィナンシャルグループ（SMBC）は 11位でした。3行の合計は、

2024年の金額が 1,063億ドル、2021年から 2024年の金額は 4,226億ドルでした。みずほと MUFGの資

金提供額は、2023年から 2024年を比較すると 10％以上増加しました。一方、SMBCの融資額は同期間に

3.5％減少しました。いずれにしても、65行中 3行に過ぎないメガバンクだけで 2024年の資金提供額全体の

12％を占めました。 

 

図 1：メガバンクによる化石燃料への資金提供（融資・引受）推移（単位：百万米ドル） 
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日本のメガバンクによる 2024年の化石燃料融資は全世界に広がっています。半分以上が米国に本

社を置く化石燃料企業向けであり、米国が化石燃料エネルギー生産において大きな役割を果たして

いることと、日本が米国のエネルギー政策を支援していることを浮き彫りにしています。 

 

 

 図 2：日本の銀行による資金提供（化石燃料企業の所在国別、2024年） 

 
 

 

 

【化石燃料拡大および LNGへの資金提供】 

メガバンクは引き続き、化石燃料拡大における世界でも上位の資金提供者です。2021年から 2024

年の期間、化石燃料生産とインフラ拡大に 1,910億をコミットしました。 

 

▪️化石燃料拡大企業への投融資額および増減傾向 

 

みずほ：30億ドル増加 （2023年 189億ドル、2024年 220億ドル＝15%増加） 

MUFG：5.65億ドル増加 （2023年 155億ドル、2024年 161億ドル=3%増加） 

SMBC：3.99億ドル減少 （2023年 129億ドル、2024年 125億ドル＝3%減少） 
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図 3：3 メガバンクによる化石燃料拡大企業への資金提供（融資・引受）推移 

（単位：百万米ドル） 

 
 

 

▪️LNG事業への資金提供（2021〜2024年） 

 

以下の表は、日本の 3 メガバンクが、年間 1,000万トン（MPTA）以上の LNGの輸入および/または

輸出能力の開発を行う企業に対して行った資金提供額を示しています。2021年以降、日本の銀行は

以下の企業に合計で 190億ドルを超えるファイナンスをコミットしています。 
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▪️JERA、米国からの LNG新規調達 

6月 12日、JERAは米国から年間最大 550万トンの LNG新規調達すると発表した。物議を醸して

いるリオ・グランデ LNGをはじめ、以下の調達先にメガバンクは資金提供をしています。 

 

 
 
 

 

団体紹介 

レインフォレスト・アクション・ネットーク（RAN）は、米国のサンフランシスコに本部を持つ環境 NGOで

す。1985年の設立以来、環境に配慮した消費行動を通じて、森林保護、先住民族や地域住民の権

利擁護、環境保護活動をさまざまな角度から行っています。 

 

本件に関するお問い合わせ 

レインフォレスト・アクション・ネットワーク 

日本チームマネジャー 関本 Email: yuki.sekimoto@ran.org 

日本シニア・アドバイザー 川上 Email:   toyo@ran.org 
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